








様相は、例えれば数百万の
“
酵素十DNA十 ミトコン ドリア

ル
が

“
種の保存

ル
の

任務を果たすべく突進する 「精子」のようにみえた。

歩いて 10分 経った,
“
l km地″R"の 保識があった。十代の頃、20k目の武装をして夜間の強行軍を何

回か経験 したのを思い浮かべてこの調子でいいのだな !と、ホッ トした。
アラモアナ公園から西に向か うとアロハ ・タワーが、左に見えてくる。更に直

進すれば ・ホノルル国際空港から日本人街、真珠湾に向か う.競 技コースは、グ

ウンタウンのチャイナ ・タウンに入る。

近代ハワイの権力の象徴 「州政庁」、ハワイ立憲王朝の栄華 と悲哀を紡彿 させ

るイオラニ宮殿を右側、左にカメハメオ王の銅像、直進 して問もなくカビ
iオ

ラニ

道路に入る。

1839年、先住民達はハワイ憲法を設定 して立憲君主回 ・ハワイエ回を誕生させ

た。その初代回工がカメハメハ大王であった.

経済的地盤を固めるため、先ず特たの白檀をヨーロッパに輸出した。白檀が無く

なるとヨーロンパでt)アメリカでt)渇望された砂糖きびを栽培、生産、輸出 しよ

うとした。

鳳梨摘む塀雨にけむる冬の畠

だが砂精きび栽培には多くの労働人口を老、要 とする。
ハワイの先住民は 30万 人といわれていたが、この計画

時には人口は僅か 5万 人 (6分 の一
)ま でに激減 して

しまったとい う.
ョー ロッ六人が持ち込んだ疫病 (赤痢、コレラ、ペス

ト等の細菌性のや)の)の 免疫力がなく感染、病死 した

というブ)である。

現代医学の進歩は著 しいこ

その 11、抗生物質による化学療法の進歩で、コレラ、腸チブス、赤痢、結核菌は

根絶されたかの(ようにみえるが ドッコイ、栗物に対抗 したスー六―病原菌がまた

ゾロ定、を吹き返 して、現在問題になっている。人間には、多様なMHCが あって

病原菌から防衛するシカケがあるらしいが細菌だって種を保存する。大袈裟にい

えば根絶 されてはタマラサイ から菜物から身を護る作戦を取る。だかに)、どんな

に医療が発達 しても細菌の威力は標よじい。
16世紀のヨーロッパでベ ス トが呆れ夕【わって人々を恐れ させた。その後ハワイと

同 じようなラテン ・アメリカ (メキシコ、コロンビア、ペルー、ブラジル、ベ ネ
ズエラ等)で ()、植民地として搾取 した白人が持ち込んだ細菌による病気で、先

住民の人口が激減 している。

先住民の減少をアフ リカ黒人奴隷で補お うとして黒人奴隷売買市場が設けら

れたのは、歴史上の悲 しむべき事実である

(つづ く)
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アジアのMini Dragon

シンガポール見聞記 (その1)

Nat Steol(S illgapoI｀c) Operations Division Adviselヽ

穂坂 邦 光 (昭 32学 金)

2006年 5月 、M重 ■I業 (株)(より、シンガボールで唯
一の電気炉製鋼会社である

Nat Stoel社の電気炉 ・取鍋精錬 ・連続鋳造等の操業技術指導について依頼があ

つたし現地には 2～ 3週 問滞在 し、年に教lLJR出張す る内容であったので、承諾 L/

た。

シンガ本一ノレには、1983年 (昭和 58年 )10月 に Ind011esia固営製鉄所である

Krakatau社へ大型電気炉での達元鉄溶解技術の共同研究会に出席 した帰路、3泊

の観 光で立ち有ったことがあ り、懐か しさもあ り、全ての面で大きく成長 ・変化

した
“
ガーデンシテイ

"に
行ける楽 しみで 本

杯だったせ

は じめに

シンガホールを訪れ る外i国人観光客1/D第1位 は 日本人で、年間 200万 人にのぼ

る。 大手旅行会社の 「行 ってみたい国アンケー トJで も、シンガボールは大抵 フ

ランスとアメ リカに次いで 3位 にランクされているそ うであるJ

1965年の独立からわずか 42年 余、面積は淡路島とほぼ同 じ位の小さな都市国

家が、観光大国フランスやアメリカと就っての 3位 である。シンガホールの魅力

は 「飛行機でひとっ飛びに行ける手頃な場所にありながら、マ レー、イン ド、中

国の伝統文化と料F4Hが味わえ、異国情楠たっふ りの回Jな のであろう.

勿論このようなお予軽な観光だけが、日本とシンガポールσ)交流ではない。 日

本はシンガボールにとつて重要な貿易相手国であり、日本か,少の投資 t)活発に行

われている。進出 している日本企業は約 3,000社、滞在する日本人は企業関係者

とその家族を中心に、2000年 10月で約 23,000人(大使館に在留届を出している

人数)とい う巨大な 日本人コミュニテイが存在 している。日本の大手デパー ト(高島

屋、伊勢丹スコッツ等)や書店(紀伊国丘等)も見られ、シンガポールではほぼ 日

本と変わらない生活を送ることが出来る。

もつとも独立前後、シンガポール人の日本を見る眼には厳 しいものがあった。

シンガポールは日本の東南アジア植民地支配の中心として、中央軍政局が置かれ、

抑圧的な支配が行われたからである。

シンガポール占領直後の 1942年 2月 下旬には、多くのシンガポール華僑 ・華

人が 「抗 卜J分千Jと して摘奄され、大虐殺が行われた。 「粛清Jと 称 されたこの

虐殺は、今でt)i奇齢のシンガポール人の記憶に生々しい傷跡を残 していると思 うこ

第
一

話 シ ンガポールの 「建設者」ラッフルズ卿

ラッフルズホテル ・ラッフルズシテイ ・ラッフルズ学校等、シンガポールには

ラッフルズとい う名を冠 した場所や学校 ・企業等が沢山あるtラ ッフルズとは、

シンガボールの歴史において、「建設吉Jと して特別な地位を与えられている人
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物、東洋学の史上に名を残 して、
Raffles(1781～1826)であるっ

Sirの 称号を得た人物、Sir Thomas Stanford

シンガポールが最初に歴史に登場するのは

14世 紀。その頃の文献に、海の町とい う意味
のテマセ ク或はテマセ とい う名で紹介されて

いる。そ して 「シン/ガボール」とい う国!名σ)由

来も世紀の伝説に遡る。当時スマ トラ島を中心

に栄えたス リヴィンジャ王国の王子がこの島

を訪れ、獅子に似た動物を目撃 したとい う言い

伝えから、シンガ ・プーラ(獅子の町)と呼ばれるようになったとい う。シンガポ
ールのシンボルとして有名なマーライオン像は、全身が白く、顔はライオン ・体
は魚 とい うの t)、それ らの伝説に由来 しているものだ。シンガポール川ヤ高「口に掛
かるエスブ

iラ
ネー ト橋の枚に、

一
際販やかなスポットがマーライオン公園であるっ

ここの主役のマーライオン像は、約 8mの 像 と、可愛 らしいサイズのミニ 。マー

ライオン像の 2つ がある。2002年には一大 リニュウアルが行われた。噴水機能 も

補強され、橋の川寄 りから海寄 リヘと 120mほ ど引越 し、像を囲む枝橋に 「マー

ライオン公園」 t)出来ている。

イギ リスの植民地行政官ランフルズは、オラングとの植民地争奪の過柱で、イ

ギリスの新たな植民地支配の拠点を求めて、1819年シンガポール川の河日付近に

上陸 した。当時のシンガポールはマ レー漁民数百人が住む寂 しい漁村であ り、こ
の辺の海賊の住居にすぎなかったじそのようなシンガポールにラッフルズが注 目

したのは、地理的な重要性である。面積は淡路島ほどしかないが、シンガボール

はマラッカ海峡を望むマ レー半島の南端に有 り、大陸部東南アジアと島映部東南
アジアを結び、イン ド洋 と太平洋をつなぐ十字路に位置するc彼 はイギ リスとイ
ン ド、更に中国を結ぶアジア貿易の根拠地 となると確信 して、「手段の如何を問
わずJ獲 得に成功 した。つまり、イギリス本国の承認を待たずに、当時のシンガ

ホールを治めていたジョホール王国の工位継承問題に介入 してスルタン(マレー

諸王国の君主)を擁立 して強引に条約を結んだのである。

ラッフルズはあらゆる面でシンガポールをアジア貿易の中心地 としようとし

た。まず、1820年には自由港宣言を発 して、あらゆる物資の持込を許可 した。ヨ
ーロッパから綿や毛織物、武器、弾薬、鉄などが、イン ドからはアヘンが運び込

まれ、それ らを買い付けに集まつた近隣の貿易商人との間で、香料、パームオイ
ル、ココナ ッツオイル等 と交換 されて、シンガポールは瞬く間に賑わいを見せる

ようになった。1824年の調査によると、総人口は 10,700人で、マ レー人が 60%

を占めている。その後、人日は 1836年に 30,000人と急増 した。また彼は貿易と

商業が発展するための実用的な都市作 りを行ったっ港湾、造船所、倉庫、政府、

警察署等を整備 し、急速に増加する労働移民や商人など居住民の間の紛争を避け

るために、エスニックグルーブ丹||の居住区を作った。シンガポール川の西にイン

ド人街、中国人街、川の東にヨーロッノく人街、アラブ人街等を割 り振 り、教会や
モスクセ)建設 した。
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左に 1822年のラッフルズの都市計画を分か り易くし

た図を示すが、ヨーロッパ人地域の部分を除くと、大

体この計画案通 りに建設が進み、現在まで維持 されて

いる。

さらに彼は教育の普及 と現地調査も怠 らなかった。

教育の普及 と現地住人の生活の研究こそが、商業を発

展 させ るために不可欠な前提 となると考えていたか

らである。彼はマ レー人が自らの言葉で、自らの文化

や歴史を学べる教育機関の設立を意図 し、それは彼が

シンガポールを去った後にラッフルズ学院 として具

14x化されている。

ラッフルズの最大の目的が、イギ リス植民地の建設 。発展であり、イギ リス本

国への本仕であると考えていたとしてt)、彼は当時のイギ リス植民地官僚として

は異色の人材であり、「啓蒙主義の闘志Jと して高く評価 されている。シンガボ
ールを 「わが子Jと 呼び、発展の礎を築いたラッフルズは 「シンガボールの建設

者」としてシンガポール人に規 しまれ、彼が最初に上陸 した場所には大きな銅像

が建っている。このように彼は植民地支配のための研究 ・調査の重要性を示す と

もに、新 しい制度のモデルを構築 して、包格的で体系的な植民地経営の在 り方を

示 した。 しか し、ラッフルズがシンガホールを実用的な 「全ての貿易業者が自由

に利用できる大中継貿易港」としてのみ発展させようとしたこと、更にエスニッ

ク別の居住区は、後に国家 としての経済的 自立と、殆 ど接触の無かった多様な

人々を統合 して「シンガポール人Jを創出するとい う国民統合の達成に極めて大

きな困難を投げかけることになるのである。

〔追記〕

かつてはその名の通 り本当に海沿い

にあつた ビーチ ・ロー ドとブラス ・バ

ザロー ドの角に建てられたラッフルズ

ホテルは、2007年に開業 120周年を迎

える世界にその名を知 られた名門ホテ

ルであり、シンガポールの歴史を象徴

する建物である。優美なネオ ・ルネッ

サンス様式の建物は旅行者の憧れであ

り、存在そのものがシンガポールの誇

りだと言えるであろう。中庭を回廊状に取 り囲むゲス トルームのベラングで籐の

椅子にt)たれ、ゆつた りと紅茶を味わえるのは、我々一般人にはちょつと無理な

事かもしれない。 J.コ ンラッド、R.チ ップ リング、そ してサマセ ット・モー

ム等アジア ・アフリカに題材をとった作品で名高い作家達が滞在 し、こよなく愛

したラッフルズホテル.喜 濠‖王チャー リーチャップ リン、女優エ リザベステーラ
ー等、数多くの文人名士に規 しまれてきたラッフルズホテルは、アジアを旅する

ヨーロッパ人旅行者だけでなく、シンガポールに居住するヨーロッパの人々の社

交場としても規 しまれていると
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(注)ホテルの レベルと一
泊料金を参考に示す。 (lS$=約 74`7¥)

〔高級〕
・ ラッフルズホテル 全 室
・ リ ッツ ・カール トン ・ミ
・ シ エ ラ トン ・タワーズ
・ メ リタス ・マングリン

〔中級〕
。ホテル ・ソエニ ックス
・エ リザベ ス

103が スイー トルーム sS800～4500
レニア Ss465～545 スイート698～5288

S$480-560 ス イート1200-3500

S$400～4:50 スイート550～650

S$320-360 ス イート450～

S$240～300 スイート500-

上総路に山茶花匂いその上を

解臀畜轟鷲温学8 ユ
この和歌は、今年の新年会の散策ブ)折に詠

まれた もので、箸紙にさらりとしたため渡

してくれました。新年会会場の
“ユー トビ

〕

ア笠森
"は

長南町にあって、千葉県の中央

△
式
は
　
　
な舜
生
回

な ,

私が出張用キ先方が用意 してくれるホテルは、フエニックスかエ リザベスであ

るが、オーチャー ド・ロー ドに近く、町の散歩には非常に便利である。機会が

あオと,ばラッフルズホテルに泊よつてみたいと思 う。

(つづく)

せんだん

一 稲 檀 ―
2 .

部に位置する所です。l兆望も良く、見事な栴檀が実を付けていました。
ここで感心 しましたのは、このような一瞬の光景を切 り取つて、詠ノレで にンま

うとい うことです。和歌や俳句を詠まれる人の感性 とい うのか、その着眼力 ・

発想力はどのようにして磨かれるので しょうか。

さて、工学の世界にお ります と、コス トダウンの手法として VA/VE(価 値分

析浄)るいは価値工学)を学ばねばな,少ず、その中心となるのが
“
発想法

"で
す。

VA/VEは ステ ップを踏んでゆけば結論に達するのですが、成果の良 し悪 しは
“
ア

イデア
"次

第です。良い
“
アイデア

"を
引き出す方法として、多くの

“
発想法

ル

が提案されています。 し からば、
“
発想法

"を
学べば、誰でもグッド・アィデ

アが出せるかと言うとそ うではありません。

町 檀は双美より芳 し」と言 うことがあるのでしょうか。

(なお、この諺の杵檀は自檀の中国名だそ うです。) (文 責 高 萩隆司)

4 .
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囲碁会報告

囲碁同好会会長 佐 藤隆義

囲碁同好会の会員は現在 33名 で、年に4回 、懇親囲碁大会を開催 しています。

会員は、千葉支部をは じめ東京支部、埼玉文部及び佐原の会友の方達です。大会

は、点数制でハンディをつけて行い、成績優秀者には賞品を贈星しています。

また、大会終了後には、船橋駅前び)居酒怪で会員相互の懇親を深めていますり

第 37。 38回 F■l本大会、2007年 ・年間成績優秀者及び今後の予定についてご報

告 します。

なお、2007年は、会場ヴ)船橋中央公民館で改修工事が行われ、
一時期使用出来

なかったため、囲碁大会の開催は 3回 になりま した。

第 37回 L41碁大会 (2007年10月 24日 、船橋中央公民館、12名参加)

優勝 :照沼清四段、準優勝 :海野由造 ヒ段、 3位 :L田 正雄二段、

4位 !佐藤隆義 L段

2.第 38回 囲碁大会 (2008年1月 24日、船橋中央公民館、 17名 参加)

優勝 :海野由造 と段、準優勝 :千r川英二 ・二段、 3位 :小 白井和典三段

4位 :小室哲夫四段

3.2007年 ・年間成績優秀者

勝率 1位 :佐藤隆義 ヒ段 9勝 3敗 (勝率 0.75)

勝辛 2位 :海野由造 し段、照沼清四段、 L田正雄三段、木内定計 6級
。・・・・・各 8勝 4敗 ((勝率 0.67)

4。 今後の予定

第 39回 囲碁大会 :4月 30日 (水)船 橋

中央公民館 (確定)

第40回 囲碁大会 t7月 下句

第 40回 を記念 にン、県内の旅館で

の囲碁大会 (一泊)を 計画 してい

ます。

初心者歓迎、多くの方の参加をお待ちしてお

ります。
船橋中央公民館での対局風景

司)
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平
成
十
九
年
　
後
期

俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
成
績
発
表

塚
越
　
と
し
を

―

兼
題
‥
焼
鳥
・
瞳
房
・
鴨

―

【特
選
】
熱
す
ぎ
る
暖
房
人
体
解
剖
図
　
　

　

Ｓ

２４
機
　
一二
幣
　
正
人

評
　
素
晴
ら
し
い
。

岡
本
太
郎
が

「芸
術
は
爆
発
だ
」
と
名
言
を
残
し
て
い
ま
す
が
、

正
に

こ
れ
を
地
で
い
つ
た
句
で
す
。

過
暖
房
の
部
屋
に
人
体
解
剖
図
、

何
が
起
き
る
の
か
？

銃
声
や
手
負
ひ
の
鴨
は
声
の
中

　

　

Ｓ

３０
機

檜
山
　
邦
良

評
　
し
っ
か
り
と
情
景
を
と
ら
え
た
力
強
い
俳
句
で
す
。

こ
の
よ
う
に
動
詞
・
形
餐
詞
を

省
く
こ
と
に
よ
り
、

読
者
に
強
く
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
お
手
本
で
す
。

【佳
作
】

焼
鳥
や
芋
焼
酎
と
お
は
ら
節
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
２４
機
　
一二
幣

正
人

（こ
れ
は
、

此
児
島
お
は
ら
飾
で
Ｌ
ｋ
う
】
「■
焼
附
」
と
び
っ
た
り
）

焼
鳥
の
容
あ
ふ
れ
い
る
屋
台
か
な
　
　
　
　
　
Ｓ
３０
機
　
一檜
山
　
邦
良

（的
確
な
情
共
肘
年
で
す
。
「あ
ふ
れ
い
る
」
が
よ
い
）

鴨
の
池
鴨
食
ふ
人
の
鴨
を
見
て
　
　
　
　
　
　
Ｓ
２２
機
　
関
　
誠
治

（
‐十‐ｉ
白
い
，　

エ
ヒ
ル
な
句
で
す
か
、

人
‐―――
の
其
央
の
一

‐‐‐―
で
し
ｋ
う
）

焼
鳥
屋
入
る
人
出
る
人
足
も
つ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

（こ
れ
も
良
く
兄
え
る
俳
句
，

足
厄
お
気
を
付
け
ド
さ
い
）

柔
道
着
暖
房
車
よ
り
降
り
来
た
る
　
　
　
　
　
Ｓ
３９
精

一最
柳
か
つ
を

（末
逆
汁
と
暖
ナブナ
は
ヽ

何
と
―＞
声
え
ｈ
純
十
一感
が
あ
る
）

山
の
子
の
頬
を
真
っ
赤
に
暖
房
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

（健
康
な
―――
合
の
ｒ
供
た
ち
、

こ
れ
れ
に
，
‐―‐１
と
辻
和
感
が
無
い
）

l ロ

|

|

l_

日
溜
り
や
鴨
群
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
　
　
　
　
　
Ｓ
３３
短
電
　
山
形
俊

一
郎

（良
く
柑
与
さ
れ
て
い
よ
十
．

池
ホ
チ
ャ
で
嶋
高
撃
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ね
）

腱
理
挑
の
白
橘
発
改
ざ
鋤
の
を
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

（民
行
の
夜
、

今
――
の
挺
物
に
岳
扱
で
す
）

枯
芦
の
ざ
わ
ざ
わ
鴨
の
す
べ
り
来
る
　
　
　
　
　
△
不

友
　
平
野
　
昌
子

（花
比
と
持
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

俳
句
の
大
学
な
要
系
で
す
）

雪
の
日
の
猫
長
く
な
る
床
暖
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

（こ
の
浦
チ
ャ
ン
幸
せ
そ
う
で
す
ね
．
う
ま
い
俳
句
で
す
）

鴨
鍋
や
亡
き
父
偲
ぶ
夜
の
あ
り
て
　
　
　
　
　
　
Ｓ
３４
原

芝
山
　
佑
芳

（亡
き
父
に
も
時
鍋
が
好
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
）

子
供
等
と
枯
葦
の
鴨
審
え
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

（お
十
ら
を
連
れ
て
鴨
兄
物
？
群
れ
て
い
た
鴨
が
慌
て
て
札
■
の
中
へ
ほ
れ
ま
し
た
）

曖
房
や
父
の
間
に
父
偲
び
を
り
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
３２
金
　
穂
坂
　
邦
光

（父
Ｌ
を
来
う
気
持
ち
が
良
く
出
て
い
ま
す
）

鴨
の
岸
今
日
も
出
会
ひ
て
老
夫
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

（作
日
の
撒
歩
ヨ
ー
ス
．

い
つ
も
の
を
大
椰
に
軽
く
会
釈
し
て
）

堕
房
や
ほ
っ
と
く
つ
ろ
ぐ
刻
あ
り
て
　
　
　
　
　
穂
坂
芳
子

（邦
光
氏
果
じ

（
一
仕
■
終
え
て
ち
上
っ
と
心
と
体
を
休
ま
せ
る
ゥ

尤
気
を
充
電
し
よ
し
よ
う
）

嵯
烏
に
カ
ツ
プ
酒
酌
む
妻
の
留
守
　
　
　
　
　
　
Ｓ
３６
金
　
小
室
　
哲
夫

（飲
み
過
ざ
な
い
よ
う
に
ね
）

暖
房
や
風
音
止
み
て
闇
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
３４
電
　
一白
橋
　
・孝
雄

（寒
い
夜
、

今
ま
で
吹
い
て
い
た
爪
が
１１二
ん
だ
よ
う
だ
。

然
し
間
の
奥
か
ら
汁
が
）

【選
後
評
】
俳
句
は
古
い
趣
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
特
選
の
句
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、

現
代
感
覚
の
詩
が
十
七
文
字
で
完
成
す
る
の
で
す
。

若
い
人
た
ち
が
い
】ス

Ｋ
Ｙ

（空
気
を
読
む
）
の
世
界
で
す
。
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「青
梅

・
初
観
音
」

塚
越
と
し
を

わヽ
′
ヽ
ぃ
」
キ
】
′つ

初
観
音
青
梅
街
道
奥
処

平
成
十
九
年
　
！後
期

初
観
音
阿
弥
陀
堂
よ
り
詣
で
け
り

初
観
音
の
千
手
六
肺
に
お
み
る
か
な

初
観
音
縁
起
だ
る
ま
を
嵩
積
み
に

ごんざ
ょう　　　　　　　　たか

勤
行
の
い
よ
よ
昂
ぶ
る
初
観
音

僧
正
の
奥
義
説
法
初
観
音

遠
富
士
を
脊
山
に
拝
す
初
観
音

安
心
の
返
り
花
あ
り
観
音
寺

卜か
，
」
キ
一フっ

懐

に
護
摩
札
寒
り
水
あ
ふ
る

寒
鳩
開
一扉
の
菩
薩

一
瞥
す

l 平成20年 前期 俳 句コンクール                 l

航
ぃ “/ , r iご レ)

題  鯉 峨

‐

麦

‐

新 緑

5月 ■ 7日

5  句

宛   先    〒   274-0822

船 橋 市 飯 山 満 町 2-437-2■

塚 越 と じ を

□ y酔 区 047-466-2396

Eメ ール tukttos過血sd.biglobe.Ilecip

l口 _口 _… … … … … … … … … … … … … … … 1

兼

締  切

投 旬 数

日
溜
り
や
鴨
群
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
　
　
　
　
　
Ｓ
３３
短
電
　
山
形
俊

一
郎

（良
く
補
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
ポ
チ
ャ
で
鴨
直
撃
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ね
）

17



ゴルフ同好会よりのご案内

ゴルフ同好会会長 綿 引貞男

現在ゴルフ1司好会に登録 されている会員は約 36名 で、コンペ開催時に参加 さ

れる会員は 14～5名 位ですc本 年は昨年にt)まして盛会にしたいと考えてお りま

すJ新 しい参加者をいつでも歓迎 してお りますので、お気軽にご連絡下さいじ

平成 20年 度の活動予定は次の通 りです。

*春 季定例会
コ 一ヽス :方木城カン トリークラブ

日時 :4月 14日 (月)9:00集 合 9:31～ スター ト

費用 i¥14,500円 (キャデイ ・昼食付)十 Y2,000円 (賞品他)

*夏 季定例会 7月 11日 (金) 場 所未定

*秋 季定例会 10ナ ]17日 (金)会 友あやめ会 との合同コンペ とな ります。

場所未定

ゴルフの名著から

『ゴルファーは、このゲームでは
“
婚約期間

"が
長いことを承知 している。いわ

ば、魅惑的で移 り気な恋人に求安するようなt)のである。
“
彼女

"は
、好意 らし

い好きはほとんど見せずに相手を輛 し続けるが、男のほうは、彼女のほんの少 し′

ばかりの好意に触れただけで、征服の夢を膨 らませていくのである。すると今度

は、彼女は男を蔑み、侮辱する (それを、彼の友人たすりの面前で行な うのだ).

時には男は、怒 り狂 うことによつて失音を隠そ うとする。クラブを全部 ウォー タ
ーハザー ドに叩き込み、新品のボールを情 し気 もなくキャディにやって しまう。

t)う沢山だ、やる気が失せた、まルフなんかもう止めた。・・・と言 う訳である。

勿論、男は戻つてくる。そ して突然、奇跡が起こる。何をやってt)うまくゆか

なかった失音の男が、今度は、何をやって主)うまく行 くようになる。そこで彼は、

投げ捨てたクラブをすくい上げ、キャディからボールを買い戻す。』
ベン ・ホーガン者 塩 谷 紘 訳  「モダン ・ゴルフJよ り

ゴルフに恋をしていた頃は、手の握 り方、腰の振 り方など、ひたす ら内体のほ

うにのみ興味が走 り、絵や写真を追い求めていた。だが再び、ゴルフの教本を読

み返 してみると、文章の中にもきらりと光るt)のがちりばめられ、にや りとさせ

られ,ることが多いことが判つた。特に、欧米のゴルファーの言い回 しは、にくい。

どうしてこのようなウィットに富んだ物言いができるのか、感心する。きつと、

ブレーヤーとライターの二役を同時にこな しているのではないだろうか ?

(文責 高 萩隆 司)
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合計 194名

本年度納八日数

☆ 18年度 分 も追加 納 者  2名
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 このページには「支部役員・役割・連絡一覧表」が掲載

されていましたが、個人情報保護のため archive からは削除

しました。 

 元の記事を確認したい方は shibukanji@mbn.nifty.com 

へ連絡してください。 
 




